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県
医
労
第
73
回
定
期
大
会

が
、
６
月
23
、
24
日
、
花
巻
市

「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
年
間
の
運
動
方

針
、
新
役
員
体
制
、
弔
慰
見
舞

規
程
の
改
正
な
ど
が
採
択
、
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
来
賓
と
し
て
岩
手

医
労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日
本

共
産
党
の
各
代
表
が
出
席
し
あ

い
さ
つ
、
民
進
党
、
社
民
党
、

自
由
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
が
○
○
書
記
次
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
っ
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
各

支
部
、
代
議
員
か
ら
は
「
９
回

夜
勤
、
10
回
夜
勤
も
発
生
し
て

い
る
」「
夜
勤
免
除
の
職
員
に
、

夜
勤
の
『
協
力
』
を
強
要
し
て

い
る
」「
12
時
間
２
交
代
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」「
調

理
師
の
正
規
補
充
が
な
く
、
臨

時
職
員
も
来
ず
、
ぎ
り
ぎ
り
の

人
員
で
働
い
て
い
る
」
な
ど
の

職
場
実
態
が
報
告
さ
れ
、
大
幅

増
員
が
ま
っ
た
な
し
の
状
況
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
女
性
部
か
ら
は
、
８
月

の
日
本
母
親
大
会
へ
の
決
意
や

協
力
の
要
請
が
あ
り
、
青
年
部

か
ら
も
ア
ク
ト
イ
ン
サ
マ
ー
や

青
年
部
定
期
大
会
へ
の
送
り
出

し
な
ど
が
訴
え
ら
れ
、
ア
ク
ト

の
物
品
販
売
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
は
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
、
弔
慰
見
舞
規
程
の

一
部
改
正（
被
災
自
動
車
へ
の

お
見
舞
い
）に
つ
い
て
は
、
投

票
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
、
予
算
、
永
年
組

合
員
表
彰
、
特
別
中
央
試
行
委

員
の
決
定
も
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ

れ
、
２
日
間
の
日
程
を
終
え
ま

し
た
。

　

な
お
、
永
年
組
合
員
の
表
彰

に
つ
い
て
、
釜
石
支
部
の
１
人

の
名
前
が
誤
っ
て
漏
れ
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

2日間にわたって討論された定期大会

県医労第73回定期大会

全力で、夜勤改善、大幅増員を

　日本医労連の東北地方協は５月３１日、人事院東北事務

局長宛「医療労働者の賃金・労働条件改善を求める要請書」

を提出し、人事院勧告前の要請行動を行いました。　主な

内容は、①公務職場・医療職場で働くすべての労働者の賃

金引き上げ・労働条件の改善ついて、②退職手当や非常勤

職員の労働条件改善、③長時間労働是正とサービス労働の

根絶など、切実な実態とあわせ要請・懇談しました。

　対応した人事院東北事務局・秋葉総務課長は「現場の苦

労や声を（中央に）きちんと伝える」と述べました。

東北人事院要請行動
「現場の苦労や声を中央に伝えていく」

と事務局

東北地方協から14名・県医労から中野委員長が出席
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２
０
１
７
年
５
月
26
日
～
28

日
「
第
27
回
平
和
ツ
ア
ー
㏌
沖

縄
」
が
実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら

47
名（
岩
手
か
ら
３
名
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
や
ん
ば
る
の
森

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
上
野

和
昌
さ
ん（
名
護
平
和
委
員
会
）

に
ご
講
演
頂
き
、「
辺
野
古
に

は
、
稀
少
な
動
植
物
が
数
多
く

存
在
し
て
お
り
、
環
境
を
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
然
を

破
壊
し
、
人
々
に
危
害
を
加
え

る
米
軍
基
地
は
絶
対
に
必
要
で

は
な
い
」
と
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
辺
野
古
で
開
催

さ
れ
た
県
民
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
実
際
に
美
し
い
海
の
埋

め
立
て
工
事
が
進
ん
で
い
る
中

で
、「
絶
対
に
基
地
を
作
ら
せ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
沖
縄

県
民
の
諦
め
な
い
力
強
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

最
終
日
に
訪
れ
た
糸
数
壕

（
い
と
か
ず
ご
う
）は
、
戦
時
中

真
っ
暗
な
中
で
人
が
生
活
し
て

い
た
こ
と
、
医
療
物
資
が
何
も

な
い
劣
悪
な
環
境
の
中
で
医
療

行
為
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
実
際
に
何

百
人
も
の
人
が
穴
の

中
で
亡
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
、
た
だ
の
洞

窟
に
し
か
見
え
な
い

場
所
は
、
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
戦
争

の
現
実
を
感
じ
さ
せ

る
場
所
で
し
た
。
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
戦

争
中
に
看
護
を
確

立
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
戦

争
の
負
傷
者
を
看
護

す
る
為
に
看
護
師
に

な
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
再
び
絶
対
に
白
衣

を
血
で
汚
す
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

戦
後
約
70
年
が
経
ち
、
唯
一

地
上
戦
が
行
わ
れ
た
沖
縄
か
ら

は
全
く
当
時
の
面
影
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
数
少
な
い
残
さ

れ
た
建
造
物
や
、
戦
争
を
経
験

さ
れ
た
人
た
ち
の
声
が
戦
争
の

残
酷
さ
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
上
、
未
来
に
負
の
遺

産
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
繰

り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
過

ち
を
私
た
ち
が
正
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
３
日
間
に

な
り
ま
し
た
。

　

中
央
執
行
委
員

　
　
　

○
○
○
○

美しいやんばるの森と海

嘉数高台（かかずたかだい）での説明を聞く参加者

参加者47名全員で集合写真撮影

歴史を学び、平和を考える
日本医労連
　平和ツアー in 沖縄
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２
０
１
７
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
は
６
月
10

日
に
青
森
か
ら
岩
手
入
り

し
、
県
内
を
９
日
間
か
け
て

縦
断
し
て
、
18
日
に
宮
城
へ

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

平
和
行
進
は
１
９
５
８
年

か
ら
半
世
紀
以
上
、
雨
の
日

も
風
の
日
も
毎
年
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
す
べ

て
の
都
道
府
県
を
通
過
し
、

毎
年
10
万
人
が
参
加
す
る
行

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
手

で
は
今
年
初
め
て
、
幹
線

コ
ー
ス
、
沿
岸
コ
ー
ス
あ
わ

せ
て
、
全
て
の
自
治
体
を
行

進
・
行
動
し
ま
し
た
。

　

行
進
の
途
中
に
は
、
各
自

治
体
の
市
町
村
長
や
議
長
ら

を
訪
問
し
、
懇
談
も
行
い
ま

し
た
。「
核
廃
絶
に
む
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

す
る
市
長
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
花
巻
や
北
上
の

行
進
で
は
署
名
行
動
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

平
和
行
進
は
、
広
島
（
８

月
４
日
終
結
）、
長
崎
（
８

月
６
日
終
結
）
ま
で
つ
な
が

れ
ま
す
。

6月13日　盛岡市内を出発し、紫波町まで行進

日
、
盛
岡
市
の
盛
岡
城
跡
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各

地
か
ら
６
０
０
名
、
県
医
労
か

ら
11
支
部
・
本
部
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

   

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
佐
々
木
良
博
弁
護
士（
県
医

労
顧
問
弁
護
士
）は
「
私
達
国

民
は
侮
辱
さ
れ
て
い
る
！
安
倍

内
閣
は
監
視
社
会
を
作
り
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
共
謀
罪
を
阻

止
し
、
戦
争
法
の
廃
止
、
安
倍

政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
ま

で
、
こ
の
「
侮
辱
」
を
忘
れ
ず

に
愚
直
に
発
信
し
続
け
て
い
く

こ
と
、
こ
れ
が
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
責
任
だ
」
と
安

倍
内
閣
の
進
め
る
共
謀
罪
に
反

対
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
市
民
の
代
表
は
「
戦
争
を

と
ど
め
よ
う
と
す
る
人
に
犯
罪

者
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
共
謀
罪

は
許
さ
な
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
の
後
、

盛
岡
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
市

民
・
県
民
に
「
共
謀
罪
廃
案
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
ス
ト
ッ
プ
共
謀
罪
！

６
・
３
緊
急
県
民
集
会
」

　

市
民
を
監
視
し
、
政
権
・
警

察
の
権
力
に
よ
っ
て
国
民
一
人

ひ
と
り
の
「
内
心
の
自
由
」「
表

現
の
自
由
」
を
奪
う
、
戦
前

の
「
治
安
維
持
法
」
現
代
版
と

も
言
わ
れ
る
「
共
謀
罪
」（
組

織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
）に

反
対
す
る
緊
急
集
会
が
６
月
３主催者あいさつする佐々木良博弁護士

県内各地から約600人が参加

No Nukes!
地球上から核兵器をなくそう

2017原水爆禁止国民平和大行進
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女性部

　

６
月
11
日
、
第
63

回
岩
手
県
母
親
大
会

in
盛
岡
が
県
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら

９
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
県
医
労
か
ら
は

14
支
部
・
本
部
49
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
母
親
大
会
実

行
委
員
長
の
高
橋
弘
美

さ
ん（
Ｊ
Ａ
岩
手
）は「
引

き
受
け
た
か
ら
に
は
、

日
本
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
柴
田
真
佐
子

さ
ん（
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
）

が
、
母
親
大
会
の
歴
史
と
運
動
、

日
本
の
女
性
の
状
況
を
講
演
。

　

運
動
の
交
流
で
は
、
医
療
の

現
場
か
ら
、
県
医
労
の
○
○
女

性
部
長
は
じ
め
２
名
の
女
性
部

委
員
が
発
言
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
32
の
地
域
・
団

体
か
ら
１
１
０
人
が

登
壇
し
、
次
々
と

発
言
、
ア
ピ
ー

ル
。
パ
ワ
ー
あ

ふ
れ
る
運
動
交

流
と
、
会
場
の

熱
気
は
、
日
本

大
会
成
功
に
か
け

る
岩
手
の
女
性
の
熱

い
思
い
で
ひ
と
つ
に
な

り
ま
し
た

（上）会場いっぱいの参加者　（左）発言する県医労の簗部女性部長ほか。

日本母親大会を成功させましょう！
母親行進でアピール

　大会終了後、参加者230人が、盛岡市内を
行進し、母親大会をアピールしました。

講演する柴田真佐子さん

第63回岩手県母親大会 in 盛岡

日本大会へ
　心はひとつ

　

母
親
大
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

「
ド
ゥ
マ
ル
シ
ェ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
同
日
夕

方
開
催
さ
れ
51
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
奏
で

る
複
雑
な
音
色
と
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
に
、

会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

た
っ
た
二
つ
の
楽
器
な
の

に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ

う
な
響
き
は
圧
巻
。
情
熱

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
魅
惑

の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
表

現
さ
れ
る
お
二
人
の
演
奏

に
、
心
躍
る
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

タ
ン
ゴ
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ

ド
ゥ
マ
ル
シ
ェ

タ
ン
ゴ
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ
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青年部

　

今
年
は
日
本
医
労

連
青
年
協
議
会
の
全

国
ア
ク
ト
・
イ
ン
・

サ
マ
ー
が
８
月
25
日

（
金
）
～
８
月
27
日

（
日
）
に
愛
知
県
蒲
郡

市
「
三
谷
温
泉
」
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
青
年
を
送
り

出
す
た
め
の
財
政
活

動
な
ど
も
ス
タ
ー
ト

し
、
県
医
労
定
期
大
会

会
場
で
は
、
本
部
青
年

部
役
員
が
「
う
ず
ら
の

た
ま
５
く
ん
」「
抹
茶

ラ
ス
ク
」「
抹
茶
ラ
ン

グ
ド
シ
ャ
」
を
販
売
し
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
全
て
売

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
支
部
に
送
っ

て
い
ま
す
。
全
国
の
医
療
・
福

祉
で
働
く
仲
間
と
交
流
で
き
る

機
会
に
夏
季
休
暇
な
ど
も
利
用

し
て
、参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
29
日（
土
）、
30
日（
日
）

に
は
、
ホ
テ
ル
森
の
風
鴬
宿
を

会
場
に
県
医
労
青
年
部
第
60
回

定
期
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
成
立
に
む
け
、
各
支
部

か
ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
青
年
の
活
動
を
活
発
に
し

て
、
県
医
労
全
体
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

1個250円

6月3日　二戸支部歓迎会　20名参加

6月8日　中部支部歓迎会

青
年
部

  

歓
迎
会

県医労定期大会会場で物品販売
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夏
休
み
は
ど
こ
に
行
こ
う
か

な
？
と
考
え
る
の
が
楽
し
み
な

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

高
田
支
部
　
夢
子

　

　

　

今
年
も
物
価
が
ど
ん
ど
ん
上

昇
し
て
い
ま
す
。
物
価
の
上
昇

と
と
も
に
給
料
も
ど
ん
ど
ん
上

昇
す
れ
ば
良
い
の
に
な
ー
と

日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

大
東
支
部
　
ち
び
太

　

　

　

看
護
師
・
補
助
者
共
に
、
ま

だ
ま
だ
不
足
と
感
じ
る
こ
の
頃

で
す
。
楽
し
い
と
思
え
る
職
場

を
作
る
た
め
に
は
、
必
要
不
可

欠
な
問
題
で
す
ね
。

中
央
支
部
　
ラ
ン
ち
ゃ
ん

　

　

　

バ
イ
ク
に
良
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
は
「
バ
イ

ク
」
で
解
消
し
た
い
。

二
戸
支
部
　
ア
ー
バ
ン
バ
ン

５
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル

　

５
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
32
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
５
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

象
足（
二
戸
支
部
）、
す
い

と
う
、
も
も
ま
ま
、
ち
ょ
び

（
以
上
、
中
央
支
部
）、
か
し

わ
も
ち（
南
光
支
部
）、
母
の

日（
大
東
支
部
）、
ゆ
ー
り
ん
、

は
な
ち
ゃ
ん
、
コ
ロ
ち
ゃ
ん

（
以
上
、
大
船
渡
支
部
）、
み

た
マ
マ（
宮
古
支
部
）

　

久
し
ぶ
り
に
メ
ー
デ
ー
に
参

加
し
た
ら
、
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
て
、
桜
の
花
を
見
な
が
ら
お

弁
当
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
ん
と
抽
選
が
あ
た
り

ま
し
た
。
こ
の
調
子
で
宝
く
じ

も
当
選
し
な
い
か
な
ぁ
！
み
な

さ
ん
も
来
年
メ
ー
デ
ー
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
い
い
こ
と
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

中
央
支
部
　
五
月
晴
れ

　

　

　

中
学
教
師
の
６
割
が
過
労
死

ラ
イ
ン
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
三
交
代
し
て
、
散
々
残
業

さ
せ
ら
れ
て
、
ま
と
も
に
休
憩

も
取
れ
ず
に
疲
れ
き
っ
て
…
私

た
ち
の
過
労
死
ラ
イ
ン
っ
て
ど

こ
？
死
ぬ
ま
で
働
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
？
自
分
の
健
康

を
害
し
て
、
家
族
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
ま
で
、
働
く
意
味
あ

る
？大

船
渡
支
部
　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

２
０
１
７
年
６

月
15
日
午
前
７
時

46
分
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
テ
ロ

対
策
を
口
実
に
し

た
「
共
謀
罪
」の
強

行
可
決
で
あ
る
▼

国
会
会
期
末
を
18

日（
日
）に
控
え
、
参

議
院
委
員
会
で
採
決
せ
ず「
異
例
」

「
奇
策
」
と
も
言
わ
れ
る
「
禁
じ
手
」

で
「
中
間
報
告
」
に
か
え
、
徹
夜

国
会
を
し
て
の
本
会
議
。
そ
し
て

朝
の
強
行
可
決
。「
加
計
」「
森
友
」

疑
惑
に
幕
引
き
を
し
た
い
、
法
律

は
通
し
た
い
、
そ
ん
な
ご
意
向
か

▼
国
会
で
の
審
議
は
衆
議
院
30

時
間
、
参
議
院
で
は
わ
ず
か
20
時

間
の
異
常
さ
。
野
党
の
質
問
に
は

ま
と
も
に
答
え
ず
、「
印
象
操
作

だ
」と
一
蹴
。「
一
般
人
は
関
係
な
い
」

と
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
参
議

院
で
は
、
何
ら
歯
止
め
が
な
く
「
一

般
人
も
対
象
」
と
な
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
答
え
る
内
容

が
、
時
間
と
と
も
に
変
わ
り
、
変

わ
っ
た
こ
と
自
体
も
認
め
な
い
、
開

き
直
る
。
異
論
を
封
殺
し
数
の
力

で
押
し
切
る
国
会
運
営
は
、
民
主

主
義
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
許
し

難
い
▼
私
た
ち
は
、
共
謀
罪
法
案

に
反
対
し
、
署
名
や
宣
伝
行
動
、

学
習
会
や
集
会
、
安
倍
首
相
や

国
会
議
員
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
６
月

３
日
の
「
ス
ト
ッ
プ
共
謀
罪
！
緊

急
集
会
」（
盛
岡
城
跡
公
園
）に
は

６
０
０
人
・
県
医
労
か
ら
20
人
が

結
集
し
た
。
強
行
可
決
の
15
日
夕

方
、「
盛
岡
デ
モ
」
に
３
０
０
人
が

参
加
し
た
。
参
議
院
法
務
委
員

会
委
員
長
へ「
私
は
言
い
た
い
！
」

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
緊
急
の
提
起
に
も
関

わ
ら
ず
７
支
部
・
本
部
32
名
分
を

送
付
し
た
▼
国
会
の
答
弁
を
自

分
た
ち
で
演
じ
る
「
コ
ッ
カ
イ
オ
ン

ド
ク
」
が
急
速
な
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
▼
国
内
外
か
ら
批
判
を
浴

び
、
現
代
版
治
安
維
持
法
と
言
わ

れ
る
「
共
謀
罪
」。
戦
前
の
よ
う
な

猛
威
を
ふ
る
う
か
ど
う
か
は
、
私

た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
か
か
っ

て
い
る
。
♪
戦
争
法
と
一
体
の
共
謀

罪
は
廃
止
！
廃
止
！�

（
る
）



７月の予定
７日（金）〜８日（土）

　　　　　　　県医労女性部第60回定期大会（ホテル紫苑）

８日（土）〜９日（日）

　　　　　　　第42回岩手県医療研究集会（ホテル志戸平）

13日（木）　　　県医労給問研（中部病院）

15日（土）　　　県医労支部長会議（水産会館）

19日（水）〜21日（金） 

　　　　　　　日本医労連第67回定期大会

22日（土）　　　「もうやめさせよう！アベ暴走政治」

　　　　　　　市民連合の中野晃一さん講演会（盛岡劇場）

29日（土）〜30日（日） 

　　　　　　　県医労青年部第60回定期大会（ホテル森の風鶯宿）

８月の予定
５日（土）〜７日（月）

　　　　　　　第49回全国保育合研 in 埼玉（さいたま市）

６日（日）〜９日（水）

　　　　　　　原水爆禁止2017世界大会 in 長崎

19日（土）～ 20日（日）

　　　　　　　第63回日本母親大会 in 岩手

25日（金）～ 27日（日）

　　　　　　　アクトインサマー in 愛知

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


